
鳴
り
響
く
魂
の
鼓
動

︵
10
月
15
日
︑
全
国
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
︶

November 2017
No.1019

11広報りくぜんたかた



COVER STORY_ 今回の表紙

広報りくぜんたかた

Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ　
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ

平
成
29
年
全
国
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
い
の
ち
は
、
鼓
動
か
ら
は
じ
ま
る
～

　

全
国
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
同
実

行
委
員
会
主
催
）は
10
月
15
日
、
第
一

中
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
い
の
ち
は
、鼓
動
か
ら
は
じ
ま
る
」を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
平
成
元
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
今

回
で
29
回
目
。今
年
は
、日
本
太
鼓
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
優
勝
・
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
「
和
太
鼓

た
ぎ
り
」（
福
岡
県
糸
田
町
）、
侍
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
雄
々
し
い
男
性
グ
ル
ー

プ
「
野
武
士
」（
福
岡
県
嘉
麻
市
）、「
雄

勝
町
伊
達
の
黒
船
太
鼓
保
存
会
」（
宮

城
県
石
巻
市
）
な
ど
全
国
か
ら
10
団
体

が
出
演
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
４
年
ぶ
り
に
地
元
の
氷
上
太

鼓
が
出
演
し
た
こ
と
で
、
気
仙
町
け
ん

か
七
夕
保
存
会
、
長
安
寺
太
鼓
と
、
地

元
ホ
ス
ト
団
体
が
そ
ろ
い
踏
み
。
伝
統

を
守
り
続
け
る
団
体
、
新
し
い
表
現
方

法
を
模
索
す
る
創
作
太
鼓
団
体
と
、
出

演
者
ご
と
に
世
代
や
構
成
、
演
出
が
異

な
る
躍
動
感
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
ま
し
た
。
来
場
し
た
約
５
５
０

人
の
観
客
は
、
響
き
渡
る
太
鼓
の
鼓
動

や
掛
け
声
に
聴
き
入
り
、
演
奏
後
に
は
、

惜
し
み
な
い
歓
声
と
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

青
森
県
八
戸
市
か
ら
訪
れ
た
安あ

ん

藤ど
う

正ま
さ

昭あ
き

さ
ん（
57
）は
「
ど
の
団
体
も
素
晴
ら

し
い
演
奏
だ
っ
た
。
自
分
も
太
鼓
打
ち

な
の
で
、
今
度
は
出
演
者
と
し
て
来
れ

た
ら
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

24
年
か
ら
利
用
し
て
き
た
第
一
中
学

校
体
育
館
で
の
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

開
催
は
今
回
で
最
後
。
そ
の
た
め
、
入

場
チ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
「
手
形
」
に
第
一

中
の
校
章
を
あ
し
ら
う
こ
と
で
、
同
校

に
対
す
る
感
謝
も
示
し
ま
し
た
。

1_　「気仙町けんか七夕保存会」は、伝統あるまつりばやし
で会場を熱気に包みました2_　躍動し、力いっぱい太鼓を
叩いた「氷上共鳴会氷上太鼓」3_　オープニングを飾った

「和太鼓たぎり」。ジュニア日本一の演奏で会場を沸かせま
した4_　はつらつとした演舞を披露した「大船渡東高等学
校太鼓部」5_　北上市の伝統芸能「鬼柳鬼剣舞」は、太鼓
に負けない迫力ある華麗な舞を披露しました
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勇壮な太鼓の演奏に聴き入りました。
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　陸前高田市の発展のため、長年貢献した市
民や団体などの功績をたたえる市勢功労者表
彰。11月１日にキャピタルホテル1000で行わ
れ、５人の市勢功労者が表彰されました。

平成29年市勢功労者

　

昭
和
59
年
に
消
防
団
入
団
以
来
、
31

年
間
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
精
励
し
ま

し
た
。
24
年
か
ら
横
田
分
団
長
を
務
め
、

組
織
の
充
実
強
化
や
地
域
住
民
へ
の
防

火
思
想
の
普
及
に
尽
力
し
ま
し
た
。 石

いしかわ

川敏
とし お

男  さん（63）
横田町（袋沢）

治
安
功
労（
消
防
）

　

平
成
18
年
か
ら
現
在
ま
で
11
年
間
に

わ
た
り
県
自
然
公
園
保
護
管
理
員
と
し

て
、
広
田
半
島
の
自
然
保
護
に
努
め
ま

し
た
。
公
園
内
の
草
刈
や
遊
歩
道
の
修

繕
な
ど
環
境
整
備
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

伊
いとう

藤安
やす じ

治 さん（70）
広田町（集）

産
業
功
労
（
観
光
）

叙勲（29年春）

　各分野の進展に長年にわたり貢献してきた
１人が29年春に叙勲を受章しました。

　

昭
和
31
年
か
ら
36
年
、
平
成
５
年
か

ら
現
在
ま
で
の
29
年
間
に
わ
た
り
「
広

報
り
く
ぜ
ん
た
か
た
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
気
仙
風
土
記
の
挿
絵
を
担
当
し
、

社
会
奉
仕
を
続
け
て
い
ま
す
。

齋
さいとう

藤多
た み こ

美子 さん（7９）
小友町（谷地館）

篤
行
功
労
（
広
報
）

　

平
成
17
年
か
ら
29
年
ま
で
竹
駒
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
会
長
を
務

め
ま
し
た
。
26
年
か
ら
は
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
連
合
会
副
会
長
も
歴

任
し
、
市
勢
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

上
うわべ

部修
しゅういち

一  さん（73）
竹駒町（相川）

自
治
功
労

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

平
成
29
年  

春
旭
日
双
光
章

（
造
船
事
業
振
興
）

　

昭
和
45
年
か
ら
現
在
ま
で
40
年
以
上

に
わ
た
り
造
船
事
業
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
か
ら
東
北
小
型
船
舶
工

業
会
会
長
を
歴
任
し
、
造
船
事
業
の
振

興
や
後
継
者
育
成
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

中
なかの

野利
としひろ

弘 さん（70）
小友町（茗荷）

治
安
功
労（
消
防
）

12月は陸前高田市いじめ防止啓発月間
　市は、12月を「陸前高田市いじめ防止啓発月間」とし、学校と家庭や地域が連携していじめを許さない風土づ
くりを推進します。市や関係機関で組織する市いじめ防止等対策連絡協議会では、「いじめ防止標語コンクール」
を実施したり、関係機関の取り組みを強化したりしていきます。
◆関係機関の取り組み…❶市教育委員会や市役所子ども子育て課＝「守リー
フ」の配布❷各小中学校＝いじめ防止標語の掲示❸大船渡警察署＝学校周
辺のパトロール活動❹市ＰＴＡ連合会＝母親委員会講演会の開催❺沿岸南
部教育事務所＝「ふれあい電話相談」の受け付け（☎0192（27）9910）❻一関児
童相談所＝子どもに関わる各種相談の受け付け（☎0191（21）0560）

◆問い合わせ先…市いじめ防止等対策連絡協議会事務局（市教育委員会学校
教育課内・内線285）

　

昭
和
55
年
に
消
防
団
入
団
以
来
、
37

年
間
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
精
励
し
ま

し
た
。
26
年
か
ら
市
消
防
団
長
を
務
め
、

団
員
の
指
導
育
成
や
防
火
思
想
の
普
及

に
尽
力
し
ま
し
た
。

渡
わたなべ

邊克
かつ み

己 さん（61）
横田町（袋沢）

小
学
校
低
学
年
の
部

小
学
校
中
学
年
の
部

小
学
校
高
学
年
の
部

中
学
校
の
部

平成29年度陸前高田市いじめ防止標語入賞作品
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の
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傷
つ
け
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３
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大
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の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
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も
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傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

そ
の
行
為

　
　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大お

お
わ
だ
和
田
侑ゆ

き嬉
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

見
て
見
ぬ
ふ
り

　
　
そ
れ
は「
い
じ
め
」と

　
　
　
　
　
　
　
同
じ
こ
と

第
一
中
学
校
３
年　
伊い

と
う藤
駿し

ゅ
ん
す
け
佑
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

言
わ
な
い
で

　
　
心
の
き
ず
は

　
　
　
　
　
一
生
も
の

広
田
小
学
校
６
年　
藤ふ

じ
た田　
凛り

ん
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

あ
り
が
と
う

　
　
い
つ
も
や
さ
し
く

　
　
　
　
　
　
し
て
く
れ
て

高
田
小
学
校
６
年　
村む

ら
か
み上

杏あ

き樹
さ
ん

考
え
て

　
　
相
手
の
気
持
ち

　
　
　
　
　
た
し
か
め
て

竹
駒
小
学
校
４
年　
中な

か
が
わ川
輝る

し
ん信
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

い
じ
め
は
ね

　
　
し
な
い
さ
せ
な
い

　
　
　
　
　
　
も
の
な
ん
だ

竹
駒
小
学
校
３
年　
矢や

は
ぎ作

琴こ
と
は葉

さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

か
ん
が
え
よ
う

　
　
じ
ぶ
ん
の
こ
と
ば

　
　
　
　
あ
い
て
の
き
も
ち

広
田
小
学
校
２
年　
佐さ

さ

き
々
木
明あ

か
ね音
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

そ
の
行
為

　
相
手
も
自
分
も

　
　
　
　
　
傷
つ
け
る

高
田
東
中
学
校
３
年　
大
和
田
侑
嬉
さ
ん

い
じ
め
み
た
ら

　
　
こ
え
だ
す
ゆ
う
き

　
　
　
　
　
　
も
ち
た
い
な

竹
駒
小
学
校
１
年　
赤あ

か
さ
か坂
美み

な
ん南
さ
ん

　市内小中学生を対象に募集を行った「いじめ防止標語コンクール」には、970 作品の応募がありました。
応募作品の中から入賞した８作品を紹介します。

■市で配布している「守リーフ」
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ふるさとタクシー助成事業
まだまだ受け付けています ◆問い合わせ先…地域福祉課障がい福祉係（内線205）

　

市
は
、
高
齢
者
や
重
度
の
身

体
障
が
い
な
ど
で
、
移
動
が
困

難
な
人
に
、
左
の
表
の
と
お
り

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
（
こ
の
事
業

は
、
陸
前
高
田
市
に
寄
せ
ら
れ

た
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用

し
た
事
業
で
す
）。
こ
こ
で
は
、

ふ
る
さ
と
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

の
疑
問
点
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｑ

＆
Ａ
方
式
で
お
答
え
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
タ
ク
シ
ー
Ｑ
＆
Ａ

【
交
付
資
格
に
つ
い
て
】

Ｑ
家
族
に
免
許
や
車
を
持
っ
て

い
る
人
が
い
る
け
ど
、
対
象

に
な
る
の
？

Ａ
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
運
転
免
許
証
を
返
納
し
て
し

ま
う
と
、
身
分
証
明
書
が
無

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
困
る
。

Ａ
免
許
証
を
返
納
し
た
際
に
、

「
運
転
経
歴
証
明
書
」と
い
う

写
真
付
き
の
証
明
書
を
警
察

署
な
ど
で
発
行
で
き
ま
す
。

【
申
請
に
つ
い
て
】

Ｑ
市
役
所
に
行
け
な
い
場
合
は

ど
う
す
れ
ば
？

Ａ
郵
送
で
の
申
請
も
可
能
で
す
。

【
使
用
方
法
に
つ
い
て
】

Ｑ
１
回
の
乗
車
で
１
枚
し
か
使

え
な
い
の
か
？

Ａ
１
か
月
の
交
付
枚
数
内
で
あ

れ
ば
、
自
由
に
使
え
ま
す
。

Ｑ
敬
老
会
な
ど
で
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ク
シ
ー
を
利
用
す
る
際
に
助

成
券
を
使
え
る
か
？

Ａ
利
用
で
き
ま
す
。

「リプル商品券」の払い戻しを行います

■ふるさとタクシー助成事業の対象・
交付内容

対
象
者

矢作町（生出、二
又、雪沢）、横田町、
広田町に住んでい
る75歳以上の人
で、免許証を持っ
ていない人や免許
証返納者、右欄の
手帳所持者

左欄の地域以外
に住んでいる、
身体（１・２級）
療育（Ａ）
精神障害者保健
福祉（１級）
手帳所持者

交
付
枚
数

１月あたり
６枚

１月あたり
４枚

助
成
額

タクシー助成券
１枚につき５００円
（１月あたりの利用枚数は上欄の交
付枚数が上限）

市役所からの HOT LINE 市政 NEWS&TOPICS

　高田松原商業開発協同組合が発行した「リプル商品券（額面500円・
1,000円）」と「リプル無期限商品券（額面500円）」の利用は、平成29年
10月31日㈫をもって終了しました。
　未使用の商品券については『資金決済に関する法律第20条第１項』
に基づき、払い戻し手続きを行います。未使用の商品券を持っている
場合は、払戻期間内に申し出をお願いします。
◆払戻期間…11月１日㈬～30年２月28日㈬
　　　　　（年末年始12月31日～30年１月２日を除く）
◆払戻時間…午前９時～午後７時
※この期間内に申し出がない場合、当該払い戻し手続きから除斥され
るので、ご注意ください。
◆申出方法…対象となる未使用商品券を「アバッセタカタ専門店街イ
ンフォメーション」まで持参（郵送などによる手続きもできます）
◆払戻方法…額面の金額を現金で払い戻し
◆払い戻しができない商品券
❶使用済み❷破損により商品券番号が確認できない❸３分の１以上が
滅失している❹偽造・変造されたもの❺期限付商品券で発行日が平成
18年３月11日以前❻無期限商品券で券番号が「070000」以降
◆問い合わせ先…高田松原商業開発協同組合☎0192（53）2111

リプル期限付商品券 500 円券
※額面 1,000 円券も対象

（発行日が平成18年３月12日以降のもの）

対象となる商品券

リプル無期限商品券 500 円券
（券番号「070000」より少ない番号）

　

市
教
育
委
員
会
の
教
育
長
に
金き

ん

賢け
ん

治じ

氏（
58
）＝
高
田
町
＝
が
議
会

の
同
意
を
受
け
、
10
月
20
日
付
で

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
氏
は
、
平
成
12
年
か
ら
各
教

育
事
務
所
で
の
勤
務
を
経
験
し
、

震
災
直
後
の
23
年
４
月
～
25
年
３

月
ま
で
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長

兼
生
涯
学
習
課
長
を
務
め
、
23
年

４
月
か
ら
１
年
間
は
教
育
長
の
職

務
代
理
者
も
兼
任
。
25
年
４
月
～

今
年
３
月
ま
で
は
大
船
渡
市
立
大

船
渡
中
学
校
校
長
を
務
め
、
長
く

教
育
行
政
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

就
任
後
の
議
会
全
員
協
議
会
で

金
氏
は
「『
教
育
委
員
会
は
誰
の

た
め
に
あ
り
、
何
を
す
る
こ
と
が

役
割
な
の
か
』
と
い
う
『
そ
も
そ

も
』
の
部
分
に
心
を
置
き
、
誠
心

誠
意
努
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
本
市
の
教
育
行
政
を
推
進

し
て
い
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

金
教
育
長
の
任
期
は
31
年
９
月

30
日
ま
で
で
す
。

金　賢治 教育長
（高田町）

新しい教育長に金賢治氏が就任
教育委員会の役割を考え教育行政を推進

　

気
仙
小
学
校
新
築
工
事
の
安

全
祈
願
祭
は
9
月
26
日
、
土
地

区
画
整
理
事
業
区
域
の
今
泉
地

区
高
台
５
に
あ
る
建
設
予
定
地

で
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
約
50
人

が
出
席
し
工
事
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
事
業
に
よ
り
建
設

さ
れ
る
新
し
い
校
舎
は
、
切
妻

屋
根
型
の
温
か
み
の
あ
る
雰
囲

気
の
木
造
２
階
建
て
で
、
延
べ

床
面
積
２
７
０
９
平
方
㍍
。
体

育
館
棟
や
プ
ー
ル
棟
、
地
域
住

民
も
多
目
的
に
利
用
可
能
な

ホ
ー
ル
棟
も
整
備
し
、
30
年
度

の
３
学
期
か
ら
の
利
用
開
始
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
気
仙
小
学
校
の
イ
メ
ー
ジ
図

気仙小学校の新築工事安全祈願祭
地区の象徴となる温かみある木造の校舎に

中
心
市
街
地
の
新
た
な
施
設

に
ぎ
わ
い
創
出
を
加
速

　

ま
ち
な
か
広
場
・
交
流
施
設

完
成
記
念
式
典
は
10
月
１
日
、

同
施
設
の
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
完
成

を
祝
し
て
演
奏
を
披
露
。
戸
羽

太
市
長
が
「
ま
ち
な
か
広
場
の

す
べ
て
の
施
設
が
完
成
し
、
よ

り
い
っ
そ
う
年
齢
に
関
係
な
く

楽
し
め
る
場
所
に
な
っ
た
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

広
場
は
、
愛
称
が
「
ほ
ん
ま

る
の
家
」
と
名
付
け
ら
れ
た
交

流
施
設
を
は
じ
め
と
し
、
バ
ス（上）第一中学校吹奏楽部が演奏に合わせたダン

スを披露し、式典に花を添えました
（下）「まちなかテラス」には、開店を待ちわび

た大勢の人が列をつくりました ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
や
あ
ず

ま
や
な
ど
す
べ
て
の
施
設
の
利

用
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
交

流
施
設
の
室
内
に
は
、
大
き
な

テ
ー
ブ
ル
や
広
い
キ
ッ
チ
ン
が

あ
り
、
貸
し
切
り
で
の
利
用
も

で
き
る
た
め
、
小
規
模
な
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
に
も
活
用
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
に
は
、
広
場
に

隣
接
す
る
場
所
に
「
ま
ち
な
か

テ
ラ
ス
」
が
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
が
誕

生
し
ま
し
た
。
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で

す
。
近
年
、
全
国
的
に
児
童
虐
待

に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る

事
件
が
発
生
す
る
な
ど
児
童
虐
待

は
社
会
の
重
大
な
課
題
で
す
。
市

は
、
子
ど
も
の
安
心
安
全
な
育
成

環
境
の
確
保
や
、
児
童
虐
待
の
な

い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

児
童
虐
待
っ
て
？

　

次
の
よ
う
な
行
為
は
児
童
虐
待

に
当
た
り
ま
す
。

●
身
体
的
虐
待
＝
殴
る
、
蹴
る
、

叩
く
、
投
げ
落
と
す
、
や
け
ど

を
負
わ
せ
る
な
ど

●
心
理
的
虐
待
＝
言
葉
に
よ
る
脅

し
、
無
視
、
兄
弟
の
間
で
の
差

別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
前
で
家

族
に
対
し
暴
力
を
振
る
う
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト
＝
家
に
閉
じ
込
め

る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど

く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の
中

に
放
置
す
る
、
重
い
病
気
に

な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か

な
い
な
ど

●
性
的
虐
待
＝
子
ど
も
へ
性
的
行

為
を
行
う
・
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な

ど

『ストップ・子ども虐待』
11月は児童虐待防止月間

国保・後期高齢者・介護保険
来年以降も免除措置を延長

◆問い合わせ先…市民課国保係（内線１３４）、
市民課介護保険係（内線１４０）

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
人

の
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
一
部
負
担
金
と
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
を
、
来

年
１
月
以
降
は
左
の
表
の
と
お
り

免
除
措
置
を
延
長
し
ま
す
。

◆
免
除
証
明
書
の
発
行
…
左
の
表

の
❹
以
外
の
人
は
、
12
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
（
❷
は
、

課
税
状
況
な
ど
を
審
査
し
、
該

当
す
る
場
合
は
30
年
７
月
に
改

め
て
郵
送
し
ま
す
）。

※
❹
の
人
は
11
月
下
旬
に
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。
市
役
所
市
民

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対象者 延長期間

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

❶住家が半壊以上り災した人、主たる生計維
持者が被災（死亡、行方不明、重篤な傷病）
した人、福島第一原子力発電所の事故で避
難指示などになっている人

30年１２月３１日まで

❷現在、免除対象となっている人で、❶以外
に該当する人のうち 29年度住民税が非課
税の世帯

30年７月３１日まで

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

❸住家が半壊以上り災した人、主たる生計維
持者が被災（死亡、行方不明、重篤な傷病）
した人、福島第一原子力発電所の事故で避
難指示などになっている人

30年１２月３１日まで
❹現在、免除の対象となっている人のうち、

主たる生計維持者が事業を廃止または休止
や、失業し今も収入がない人で、申請が認
められた人

■来年１月以降の国民健康保険・後期高齢者医療保険の一部負担金、介護
保険サービス利用料の免除措置

◆問い合わせ先…子ども子育て課子ども家
庭係（内線211・2１2）

子
ど
も
や
保
護
者
に
こ
ん
な
サ
イ

ン
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

【
子
ど
も
に
つ
い
て
】　
い
つ
も
子

ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や
保
護
者
の

怒
鳴
り
声
が
す
る
、
不
自
然
な
傷

や
打
撲
の
あ
と
が
あ
る
、
衣
類
や

体
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る
、
表
情

が
乏
し
く
活
気
が
な
い
、
夜
遅
く

ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い
る
な
ど

【
保
護
者
に
つ
い
て
】　
地
域
な
ど

と
交
流
が
少
な
く
孤
立
し
て
い
る
、

小
さ
い
子
を
家
に
お
い
た
ま
ま
外

出
し
て
い
る
、
子
ど
も
の
養
育
に

関
し
て
拒
否
的
・
無
関
心
な
ど

も
し
サ
イ
ン
を
見
つ
け
た
ら

　

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す

ぐ
に
「
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）」

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
は

匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
、
連

絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

市役所からの HOT LINE

乗合タクシー福伏線の
ダイヤが改正されます ◆問い合わせ先…企画政策課政策推進係（内線172）

防災集団移転促進事業で整備した
住宅団地への移転者を募集します

◆問い合わせ先…復興推進課事業推進係
（内線432・４３４）

　

市
は
、
防
災
集
団
移
転

促
進
事
業
で
整
備
し
た
住

宅
団
地
へ
の
移
転
者
を
募

集
し
ま
す
。
住
宅
敷
地
は
、

購
入
ま
た
は
賃
貸
借
の
ど

ち
ら
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

◆
応
募
資
格
…
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
た
と
き
に

市
が
設
定
し
た
市
内
の
移

転
促
進
区
域
内
に
住
み
、

り
災
証
明
書
の
交
付
を
受

け
て
い
る
世
帯
。
た
だ
し
、

次
に
該
当
す
る
世
帯
は
除

き
ま
す
。

❶
既
に
他
の
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
に
参
加
し

て
い
る

❷
が
け
地
近
接
等
危
険
住

宅
移
転
事
業
の
補
助
制

度
を
活
用
し
て
住
宅
を

再
建
し
て
い
る

❸
国
の
被
災
者
生
活
再
建

支
援
金
な
ど
を
受
け
て

住
宅
を
再
建
し
て
い
る

◆
申
込
期
限
…
30
年
３
月

16
日
㈮

◆
移
転
者
の
決
定
…
１
つ

の
住
宅
敷
地
に
、
申
し
込

み
が
複
数
あ
る
場
合
は
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。

■募集する区画

市
は
、
災
害
公
営
住
宅
今
泉
団
地
に
住

ん
で
い
る
人
の
通
院
の
利
便
性
を
確
保
す

る
た
め
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
福
伏
線
の
長
部

団
地
前
～
ア
バ
ッ
セ
間
に「
今
泉
団
地
前
」

を
新
設
し
ま
す
。

ま
た
、
上
長
部
仮
設
住
宅
の
撤
去
に
伴

い
、
上
長
部
仮
設
停
留
所
を
廃
止
し
ま
す
。

◆
ダ
イ
ヤ
改
正
日（
予
定
）…
11
月
13
日
㈪
、

始
発
か
ら

◆
変
更
の
あ
る
停
留
所
の
時
刻
表
…
左
の

表
の
と
お
り
（
起
点
・
終
点
と
ダ
イ
ヤ
の

変
更
が
あ
る
停
留
所
の
み
）

※
こ
の
ほ
か
の
停
留
所
の
ダ
イ
ヤ
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

福伏 7:40
～

月山団地 7:52
丑沢 7:54

長部団地前 7:57
今泉団地前 8:00

～
県立高田病院 8:19

■福伏→県立高田病院行き
県立高田病院 12:50

～
今泉団地前 13:09
長部団地前 13:12

丑沢 13:15
月山団地 13:17

～
福伏 13:29

■県立高田病院→福伏行き
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健康な体を維持するため
各種健診を受診しましょう ◆問い合わせ先…保健課保健係（内線241）

■表２　2９年度特定健康診査・高齢者健康診査・被災者健康診査、がん検診日程（後期）
期日 場所 受付時間 対象行政区

11月27日㈪
生出地区

コミュニティセンター 午前９時半～11時 矢作町12～14区

下矢作地区
コミュニティセンター

午後２時～３時 矢作町５・６区、教員住宅・旧診療所仮設住宅

11月28日㈫ 午前９時半～11時 矢作町１～４区、矢作小学校仮設住宅
午後１時～２時半 矢作町７区、打越仮設住宅

11月29日㈬ 矢作地区
コミュニティセンター

午前９時半～11時 矢作町11・15～1₆区、矢作中学校仮設住宅
午後１時～２時半 矢作町８～10区

11月30日㈭
長部地区

コミュニティセンター

午前９時半～11時 気仙町11・13区
午後１時～２時半 気仙町12・14区

12月１日㈮ 午前９時半～11時 気仙町８区、今泉地区、市営住宅長部・今泉団地
午後１時～２時半 気仙町９・10区

12月３日㈰

竹駒地区
コミュニティセンター

午前９時半～11時 指定日に受診できない人午後１時～２時半

12月４日㈪ 午前９時半～11時 竹駒町１区・２区甲、相川仮設住宅
午後１時～２時半 竹駒町２区乙

12月５日㈫ 午前９時半～11時 竹駒町３区、竹駒小学校仮設住宅
午後１時～２時半 竹駒町４区、滝の里仮設住宅

12月６日㈬
横田地区

コミュニティセンター

午前９時半～11時 横田町１～３区、堂の沢仮設住宅
午後１時～２時半 横田町４区

12月７日㈭ 午前９時半～11時 横田町５区、横田小学校・横田中学校仮設住宅
午後１時～２時半 横田町６～８区

12月10日㈰

竹駒地区
コミュニティセンター

午前９時半～11時 指定日に受診できない人午後１時～２時半

12月11日㈪ 午前９時半～11時 竹駒町５区、細根沢仮設住宅
午後１時～２時半 竹駒町６・７区、上壺・下壺仮設住宅

12月12日㈫ 午前９時半～11時 指定日に受診できない人午後１時～２時半

　

市
は
、
特
定
健
康
診
査
・
高
齢
者
健
康
診
査
・
被
災
者

健
康
診
査
と
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。

◆
実
施
す
る
健
診
（
検
診
）
…
表
１
の
と
お
り

◆
健
診
（
検
診
）
日
程
…
表
２
の
と
お
り

※
前
期
の
健
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
人
で
も
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■表１　実施する健診（検診）　
健診（検診）の種類 対象者 受診料（個人負担）

被災者健康診査 23年度実施の研究事業同意者 無料

若年者健康診査 18～39歳（事業所での健康診断を
受診する人を除く） 無料

特定健康診査 40～74歳の国民健康保険加入者
40～74歳の社会保険の被扶養者

1,500円
（市民税非課税世帯は500円）

高齢者健康診査 75歳以上の後期高齢者医療制度加
入者 500円

肺がん検診
Ｘ線撮影 40歳以上 500円

喀
かくたん

痰検査 50歳以上で、喫煙指数（１日の喫煙
本数×喫煙年数）が₆00以上の人 1,000円

肝炎ウイルス検診 40歳以上 1,000円
前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000円
大腸がん検診 40歳以上 500円
結核検診 ₆5歳以上 無料

※指定日に受診できない場合は、都合の良い日に受診できます。

地域包括
支援センター発 ! 介護お茶のみ話 その37

保
健

だ
よ
り

保
健

だ
よ
り

42９

健康だより

　

11
月
８
日
は
語
呂
合
わ
せ
を
も

と
に
「
い
い
歯
の
日
」
と
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
口

の
健
康
を
意
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
口
の
は
た
ら
き

　

口
に
は
、
歯
や
歯
肉
、
舌
が
あ

り
、「
食
べ
る
」「
呼
吸
す
る
」「
話

す
」「
笑
う
」
な
ど
、
生
命
の
維

持
や
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
す
る

上
で
、
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

●
か
む
こ
と
で
健
康
に

　

口
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
大
切

な
の
は
、
よ
く
か
む
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
、
か
む
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

❶
む
し
歯
・
歯
周
病
予
防
＝
大
量

の
唾
液
が
口
の
中
の
細
菌
を
洗
い

流
し
て
く
れ
ま
す
。

❷
肥
満
予
防
＝
満
腹
中
枢
を
刺
激

し
、
食
べ
過
ぎ
防
止
に
な
り
ま
す
。

❸
認
知
症
予
防
＝
脳
の
血
流
が
活

発
に
な
り
、
記
憶
力
や
集
中
力
が

高
ま
り
ま
す
。

❹
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
＝
か
む
こ

と
で
若
返
り
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ

れ
ま
す
。

●
口
の
中
は
本
当
に
き
れ
い
？

　
「
か
む
」
た
め
に
は
、
歯
が
健

康
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
痛

く
な
い
し
、
普
段
歯
磨
き
し
て
い

る
か
ら
問
題
な
い
と
安
心
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
陸
前
高
田
市
で
は
、

歯
科
健
診
を
受
診
し
た
人
の
７
割

が
歯
周
病
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
訪
問
歯
科
健
診
の
利
用
案
内

　

市
は
、
寝
た
き
り
や
心
身
障
が

い
で
通
院
が
困
難
な
人
に
、
自
宅

で
歯
科
健
診
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
初
回

健
診
料
は
無
料
で
す
）。

「
歯
が
痛
い
」「
よ
く
か
め
な
く

な
っ
た
」「
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
」

と
い
っ
た
こ
と
で
困
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
症
状
が
な
い
人
も
、
年
に

１
度
は
歯
科
健
診
を
受
け
て
口
の

健
康
を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
保
健

課
保
健
係（
内
線
２
４
１
）

11
月
８
日
は

　
　
　
﹁
い
い
歯
の
日
﹂

介
護
予
防
教
室　
　

﹁
陽
だ
ま
り
ク
ラ
ブ
﹂

　

市
は
、
高
齢
者
の
通
い
集
う
場

の
充
実
や
社
会
参
加
の
促
進
、
健

康
寿
命
の
延
伸
な
ど
を
目
的
に
、

地
域
の
公
民
館
や
集
会
室
な
ど
で

介
護
予
防
教
室
「
陽
だ
ま
り
ク
ラ

ブ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
各
会
場
の
参
加
者
は

10
～
30
人
ほ
ど
で
、
平
均
年
齢
は

76
歳
、
最
高
齢
で
95
歳
の
人
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
会
場
か
ら
は
笑

い
声
や
笑
顔
が
あ
ふ
れ
「
久
し
ぶ

り
に
大
き
な
声
で
笑
っ
た
」「
集

う
き
っ
か
け
が
で
き
て
う
れ
し

い
」「
教
室
の
日
は
一
日
中
楽
し

い
気
分
に
な
る
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
場
ま
で
ご
近
所
同
士
乗
り
合
わ

せ
た
り
、
声
を
か
け
あ
い
一
緒
に

歩
い
て
来
た
り
、
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
興

味
の
あ
る
人
や
開
催
を
希
望
す
る

人
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
2９
年
度
の
実
施
会
場
…
❶
下
和

野
会
館
❷
福
伏
公
民
館
❸
湊
地
区

公
民
館
❹
市
営
住
宅
今
泉
団
地
集

会
室
❺
上
細
根
町
内
会
館
❻
平
畑

公
民
館
❼
大
祝
公
民
館
❽
横
田
町

第
６
区
町
内
会
館
❾
大
陽
公
民
館

◆
実
施
回
数
・
時
間
…
８
回
（
２

週
間
に
１
回
の
頻
度
）、
各
１
時

間
半

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
…
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、音
楽
療
法
、ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
、
い
き
い
き
百
歳
体

操
、
防
犯
や
薬
に
つ
い
て
の
お
話
、

寸
劇
で
見
る
認
知
症
、
ク
ッ
キ
ン

グ
交
流
、
健
康
相
談
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
保
健
課

包
括
支
援
係
・
内
線
２
４
８
）

市役所からの HOT LINE

ニュースポーツ・吹き矢の様子
（下和野会館）

レクリエーションの様子
（福伏公民館）
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「復活の道しるべ　陸前高田
応援マラソン」を開催します

　市教育委員会は、「復活の道
しるべ　陸前高田応援マラソン
２０１７」を開催します。沿道か
らの熱い声援をお願いします。
◆日程…11月19日㈰、開会式＝午
前９時、競技開始＝午前９時半、
　閉会式＝午後１時（予定）
◆場所…米崎小学校
◆問い合わせ先…市教育委員会生
涯学習課スポーツ推進係（内線
２５３）

マラソン大会のコース案内図

　

【広
ひろ

田
た

御
ご

祝
いわ

い＝広田町長洞＝】
　広田御祝いは、大漁などを祝う勇壮な浜唄。昭和25年以降、
女性だけの唄と踊りが振り付けられ、伝承されています。平成
21年には市無形民俗文化財に指定されました。
　現在は、お祝いの席や市内外のイベントなどで披露されてい
ます。

伝統芸能への誘
いざな

い❶

　日米人形交流90周年を迎える節目として、バーミングハム公
立図書館所蔵の日米親善人形「ミス岩手」と、戦争、津波とい
う２度の危機を乗り越えた「青い目の人形（スマダニエル・ヘ
ンドレン）」（気仙小学校蔵、市立博物館寄託）が、陸前高田市
で初めての対面を果たす巡回展「海を越えた絆～『ミス岩手』
と青い目の人形～」を開催します。人形の修復を担当した専門
家のギャラリートークも行われます。入場は無料です。
◆日時

【展示】　12月８日㈮～1２月10日㈰、午前９時～午後５時
【ギャラリートーク】　1２月10日㈰、❶午前11時～❷午後２時～
◆場所…コミュニティホール
◆問い合わせ先…市立博物館☎0192（58）2203

巡回展「海を越えた絆～『ミス岩手』と
青い目の人形～」を開催します

ミス岩手（写真左）と青い目の人形
（27年12月に県立博物館にて撮影）

図書館情報  ☎0192（54）3227Library

としょかんクリスマス会

＜おはなし会＞　

◆日時（対象）
❶11月17日㈮、午前11時～11時半（乳幼児向け）
❷11月25日㈯、午後２時～２時半（幼児・小学生向け）
◆場所…市立図書館・児童コーナー「おはなしの部屋」

子
ど
も
た
ち
に
紙
芝
居
を

読
み
聞
か
せ
す
る
様
子

【陸前高田市郷土芸能団体連絡協議会　新規会員団体を募集しています】
　市郷土芸能団体連絡協議会では、新規会員団体を募集しています。会員には、県内外の公演の出演依
頼や助成金の情報をお知らせします。
◆問い合わせ先…市郷土芸能団体連絡協議会事務局（市教育委員会生涯学習課生涯学習係内（内線254））

ここでは、市内の各地にある先祖伝来の郷土芸能を紹介します。

女性だけで表現する広田御祝い

　クリスマスにちなんだ大型絵本や紙芝居、パネルシアターなどを
楽しめる「としょかんクリスマス会」を開催します。事前申し込み
は不要で、誰でも自由に参加できます。来場者には小さなプレゼン
トもあります。
◆日時…12月９日㈯、午後２時～３時
◆場所…アバッセたかたパブリックスペース
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　広田小学校（鈴
す ず き

木敏
としひこ

彦校長、児童126人）の海浜植
物授業は10月10日、大野海岸の砂浜で行われました。
　授業には５・６年生45人が参加し、震災で失われ
た砂浜の植物の再生を願い植栽。県立大学総合政策
学部の島

しまだ

田直
なおあき

明准教授の指導のもと、６月から育て
てきたハマヒルガオなどの海浜植物の苗を１つ１つ
丁寧に植えました。広田小学校５年の佐

さ さ き

々木聖
せい

くん
は「遠くから見ても、砂浜に植物があることがわか
るぐらい広がってほしい」と話していました。

広田小学校の海浜植物授業

砂浜の草花の復活を目指して

不良が続く秋サケの販売には多くの人が列を作りました

　広田湾大漁まつり（同実行委員会主催）は10月22日、
広田漁港荷さばき施設で開かれました。
　会場には、定置網で取れた秋サケのほか、カキや
ホタテガイ、ホヤ、イシカゲガイなど新鮮な広田湾
産の魚介類が並び、多くの来場者が列をつくりまし
た。当日はあいにくの雨模様でしたが、海産物の炭
焼きコーナーをはじめ、水揚げしたばかりのサケの
つかみ取りやカキの殻むき体験、初開催のウニ釣り
コーナーなどが人気を集めにぎわいを見せました。

広田湾大漁まつり

新鮮な広田の海の恵み味わう

島田准教授（写真右）の指導のもと海浜植物を植える児童たち

市戦没者追悼式

恒久平和や復興への決意新たに
　市戦没者追悼式は10月11日、コミュニティホール
で開かれました。
　式典には遺族をはじめ約250人が参列。全員で黙
とうをしたほか、上

うわべしゅういち

部修一市遺族会会長は「いまな
お地上には争いがある。平和な世界を実現するため
にもいっそう努力していく」と追悼の言葉を述べま
した。参列者は祭壇に献花し、市出身の戦没者963
人の冥福を祈り恒久平和や復興への誓いを新たにし
ました。 大勢の参列者が祭壇の前で戦没者への追悼の祈りを込めました

　高田小学校（菅
かん の

野義
よしのり

則校長、児童184人）の６年生
32人は10月26日、約２カ月かけて製作してきた郷土
玩具「首ふりべーご」を完成させました。
　首ふりべーごは、玉山金山から金を運ぶ牛の姿を
模した張り子玩具。約20年前から製作が途絶えてい
ましたが、地域の復興に目を向け自分たちにできる
ことを考える復興教育の一環として製作が始まり、
地域住民の協力のもと、和紙の貼り付けや絵付けを
行い、この日は仕上げの首の取り付けを行いました。

郷土玩具製作体験

伝統ある「首ふりべーご」が完成

完成した首ふりべーごを手に笑顔を見せる児童たち

園児たちは訓練用の消火器を使って消火活動に挑戦しました

　幼年消防フェスタは10月20日、消防防災センター
で開かれました。
　２回目の開催となる今回は市内の園児約 100 人が
参加。はんてん姿の園児たちが、消防車や救急車の
乗車体験、消火リレー対決、防火衣・感染防護衣着
装体験などを通じて消防活動に触れ、防火や防災の
心構えを学びました。米崎保育園の伊

いとう

藤優
ゆづ き

月ちゃん
（５）は「消火器で的を倒すとき、ちゃんと当てられ
て楽しかった」と話していました。

幼年消防フェスタ

体験通じ防火防災の心構え学ぶ
　復興支援サイクルイベント「ツール・ド・三陸サ
イクリングチャレンジ2017inりくぜんたかた・おお
ふなと」（同実行委員会主催）は10月１日、栃ケ沢
公園を発着点に開かれました。
　６回目となる今回は、国内外から約800人が参加。
参加者は、復興工事の現状や三陸沿岸の景色を見な
がらコースを走り、沿道から声援を送る地域の人た
ちと記念撮影をしたり、休憩所の蒸しガキを堪能す
るなどして、サイクリングを楽しみました

ツール・ド・三陸サイクリングチャレンジ2017

沿道の声援を受け自転車で疾走

ライダーたちは沿道からの声援に応えながら走り抜けました

地域の話題 皆さんからの情報をお寄せください。市役所企画政策課政策推進係（内線１７5）まで。
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前
述
の
一
部
に
「
平
泉
藤
原
氏

が
重
盛
に
贈
っ
た
砂
金
が
12
貫
９

百
匁
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
中
心
に
当
時
の
平
泉
や
気
仙
の

状
況
を
記
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

平
泉
藤
原
氏
の
３
代
目
の
秀
衡

は
、
鎮
守
府
将
軍
の
地
位
を
得
て
、

動
乱
の
中
に
平
泉
の
平
和
を
守
り

続
け
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
右
大

臣
藤
原
兼か
ね
ざ
ね実

は
「
奥
羽
の
夷い

て
き狄

秀

衡
、
鎮
守
府
将
軍
に
任
ず
。
乱
世

の
基
な
り
」
と
記
し
、
公
家
人
の

嘆
き
と
奥
羽
人
に
対
す
る
軽け
い
ぶ侮

の

念
が
明
ら
か
に
見
え
ま
す
。
そ
の

秀
衡
は
、
仏
教
の
興
隆
を
図
り
な

が
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
武
装
平
和
」

の
方
針
の
基
に
、
あ
く
ま
で
も
奥

州
の
発
展
を
念
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
10
年
ほ
ど
経
っ
た
養

和
元
年（
１
１
８
１
年
）、
秀
衡
は

さ
ら
に
進
ん
で
「
陸む
つ
の
か
み

奥
守
」
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
さ
き
の
藤
原
兼

実
は
「
天
下
の
恥
、
何
事
か
こ
れ

に
如し

か
ん
や
。
悲
し
む
べ
し
、
悲

し
む
べ
し
（「
玉
葉
」）」
と
記
し

て
い
ま
す
。
奥
羽
の
人
々
の
立
場
、

中
央
の
公
家
人
た
ち
の
考
え
方
が

如
実
に
現
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
秀

衡
は
、
こ
れ
ほ
ど
軽
視
さ
れ
侮
蔑

さ
れ
て
も
、
よ
り
以
上
の「
政
策
」

を
実
行
し
て
い
ま
す
。
中
央
で
は
、

長
い
間
の
公
家
に
よ
る
律
令
政
治

が
大
い
に
揺
ら
ぎ
、
代
わ
っ
て
武

家
政
治
が
、
次
第
に
頭
を
上
げ
つ

つ
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
し
あ
た
り
源
氏
と
平
氏
が
台

頭
し
て
き
ま
す
が
、
こ
の
時
代
、

源
氏
を
負
か
し
た
平
氏
の
清
盛
が
、

内
外
に
わ
た
っ
て
勢
威
を
誇
り
、

勢
い
に
任
せ
て
朝
廷
の
威
光
を
も

も
の
と
も
せ
ず
、
専
横
な
る
振
る

舞
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
清
盛
を
た
し
な
め
る
人
は
誰
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
長
男
の
重

盛
だ
け
は
例
外
で
、
さ
す
が
の
清

盛
も
、
か
な
り
遠
慮
す
る
面
が
多

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

平
泉
の
秀
衡
は
、
そ
の
よ
う
な

平
氏
の
内
情
な
ど
も
よ
く
知
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
平

泉
藤
原
氏
は
、
初
代
の
清
衡
か
ら

数
え
る
と
１
世
紀
近
く
に
な
り
、

こ
の
時
代
に
三
代
百
年
も
の
間
、

一
度
も
大
き
な
戦
い
も
な
く
過
ご

し
た
と
い
う
「
歴
史
」
は
平
泉
を

除
い
て
は
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
秀
衡
は
、
平
泉

の
存
続
を
考
え
、
中
央
の
勢
力
が

武
力
的
に
奥
州
に
向
か
う
こ
と
の

な
い
よ
う
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て

い
ま
し
た
。
中
央
も
都
で
は
、
今

や
平
氏
の
時
代
で
す
が
、
今
も
近

い
将
来
も
、
平
氏
の
中
で
は
な
ん

と
い
っ
て
も「
平
重
盛
」の
存
在
が

大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
秀
衡
は
、
当
時
黄
金
の

産
地
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た

「
気
仙
郡
」を
、
重
盛
の
荘
園
と
し

て
寄
進
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。「
源
平
盛
衰
記
」11
巻
に
は
、

次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

「
我
朝
の
三
宝
に
、
財
宝
を
抛な
げ

ち

給
う
の
み
に
あ
ら
ず
、
異
国
の

仏ぶ
っ
だ陀

に
も
志
を
ぞ
運
び
け
る
。
奥

州
知
行
の
時
、
気
仙
郡
よ
り
金
千

三
百
両
の
金
を
進
め
た
り
け
る
を
、

妙
典
と
云
う
唐
人
の
、
筑つ
く
し紫
に
在

り
け
る
を
召
し
て
、
百
両
の
金
を

賜
い
て
仰
せ
け
る
は
、
千
二
百
両

の
金
を
大
唐
へ
渡
す
べ
し
。
そ
の

内
二
百
両
を
育
王
山
の
衆
徒
に
与

え
、
千
両
を
帝
に
献
り
て
、
当
山

に
小
堂
を
建
立
し
、
供
米
所
を
寄

進
せ
ら
れ
、
重
盛
が
菩
提
を
弔
う

て
給
わ
る
べ
し
と
申
し
て
、
檜
木

材
木
一
艘
漕
ぎ
渡
す
べ
き
由
を
下

知
し
給
い
け
れ
ば
、
妙
典
承
り
て
、

材
木
と
砂
金
を
取
り
具ぐ

し
て
、
事

故
な
く
渡
唐
す
る
…
」

　

気
仙
郡
が
平
重
盛
の
知
行
地
で

あ
り
、
気
仙
か
ら
の
産
金
が
豊
富

で
あ
る
こ
と
の
右
の
内
容
は
「
気

仙
風
土
草
」
を
著
し
た
相
原
友
直

も
驚
い
た
ら
し
く
「
唐
に
持
っ
て

行
っ
た
金
は
、
気
仙
郡
内
の
い
づ

れ
か
ら
出
た
も
の
か
は
不
明
。
昔

は
黄
金
を
生
ず
る
所
の
窟あ
な

は
所
々

に
あ
り
多
か
っ
た
よ
う
だ
…
」
と

感
想
を
記
し
て
い
ま
す
。

ー
気
仙
の
金
② 

ー

※届け出人が希望した人のみ掲載

慶  弔（９月16日～10月1₅日届け出分）

（₆50）

（1₂）

説
話
群

※届け出人が希望した人のみ掲載

◆建物 0件（　　4件）

◆林野など 0件（　　2件）

◆出動件数 ₆4件（₆20件）

◆搬送人員 ₆4人（₆₆4人）

◆人身事故 2件（　21件）
◆物損事故 2₆件（27₆件）
◆負  傷  者 1人（　28人）
◆死  亡  者 1人（　　1人）
◆飲酒運転 0人（　　1人）

男性 9,47₆人（－　11人）
女性 10,123人（－　18人）

計 19,599人（－　29人）
（ 出生  10　死亡 29 ）　

世帯数 7,₆01世帯（－14世帯）

◇おめでた（　）は保護者・字名

◎男の子

横田　　佐
さとう

藤　歩
あゆむ

　　　 ⎝達
たつ や

也・三日市）

気仙　　佐
さとう

藤　嶺
れいた

大　　 ⎝廉
れん

・古谷）

米崎　　佐
さとう

藤　和
かずひさ

寿　　 ⎝仁
ひとし

・野沢）

熊
くまがい

谷　優
ゆうし

志　　 ⎝崇
たかひこ

彦・松峰）

小友　　佐
さとう

藤　朝
あさひ

日　　 ⎝由
ゆう ご

護・獺沢）

広田　　黄
き か わ だ

川田　将
しょうい

愛   ⎝恭
きょうへい

平・平畑）

◎女の子

横田　　菅
かんの

野　稟
り の

乃　　 ⎝竜
りゅうじ

児・本宿）

竹駒　　嶋
しまむら

村　杏
あん

　　　 ⎝拓
たくろう

郎・相川）

高田　　千
ち ば

葉　妃
ひなた

南　　 ⎝裕
ゆう た

汰・鳴石）

◇おくやみ（　）は年齢・字名

矢作　　鈴
すずき

木　セツ子
こ

　（90歳・神明前）

萩
はぎわら

原　弘
ひろし

志　　（77歳・飯森）

横田　　村
むらかみ

上　洋
ようこ

子　　（54歳・志田実）

横田　　村
むらかみ

上　善
よしやす

康　　（89歳・宇南沢）

髙
たかぎ

木　民
たみお

夫　　（92歳・橋の上）

村
むらかみ

上　高
たかお

男　　（79歳・久連坪）

竹駒　　佐
さとう

藤　茂
しげお

夫　　（82歳・仲の沢）

高田　　熊
くまがい

谷　俊
としゆき

之　　（90歳・鳴石）

菅
かんの

野　美
み き こ

喜子　（48歳・中和野）

村
むらかみ

上　サガミ　（89歳・本丸）

熊
くまがい

谷　ソノエ　（93歳・鳴石）

鵜
うのうら

浦　正
まさたか

孝　　（87歳・鳴石）

佐
さ さ き

々木　芳
よしこ

子　（91歳・長砂）

及
おいかわ

川　光
みつこ

子　　（91歳・西和野）

白
しらやま

山　寿
としゆき

行　　（47歳・鳴石）

米崎　　菅
かんの

野　あや乃
の

　（82歳・松峰）

岩
いわぶち

渕　留
とめきち

吉　　（93歳・中田）

菅
かんの

野　文
ふみあき

昭　　（58歳・道の上）

広田　　熊
くまがい

谷　誼
よしお

男　　（73歳・田端）

清
しみず

水　一
かずお

夫　　（50歳・大祝）

市内の交通事故（９月）
（　　）は１月からの累計

市の人口（住民登録人口）
（　　）は前月比　出生・死亡数は９月分

市内の火災救急活動（９月）
（　　）は１月からの累計

数字で見る陸前高田市（平成2９年９月30日現在）

金き
ん　

野の　

静　

一
・
文
責

斎　

藤　

多
美
子
・
挿
絵



INFORMATION

民泊の受け入れをしませんか
　市が昨年から取り組んでいる「民泊」の受け
入れ家庭を募集しています。今年は昨年より
多い修学旅行生が陸前高田に訪れる予定です。
一緒にかけがえのない時間を過ごしませんか。
◆問い合わせ先…一般社団法人マルゴト陸前
高田☎0192（22）7410

「
陸
前
高
田
災
害
Ｆ
Ｍ
」（
80
・
５
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）で
は
、
災
害
情
報
や
身
近
な
生
活
情
報
を
放
送
し
て
い
ま
す

　　
「
陸
前
高
田
災
害
Ｆ
Ｍ
」（
80
・
５
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）で
は
、
災
害
情
報
や
身
近
な
生
活
情
報
を
放
送
し
て
い
ま
す

　　

未
来
の
陸
前
高
田
を
考
え
る

市
長
と
児
童
の
語
る
会

女
性
の
た
め
の

女
性
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

花
き
栽
培
希
望
者
相
談
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

◆
日
時（
場
所
）…
11
月
22
日
㈬
、

❶
午
前
10
時
半
～
正
午
（
総
合
営

農
指
導
セ
ン
タ
ー
）
❷
午
後
１
時

半
～
３
時（
川
の
駅
よ
こ
た
）

※
11
月
21
日
㈫
は
、
大
船
渡
市
や

住
田
町
で
も
開
催
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限
…
11
月
20
日
㈪

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

大
船
渡
地
方
農
業
振
興
協
議
会
☎

０
１
９
２（
２
７
）９
９
１
８

　

県
で
は
、
９
月
か
ら
施
行
さ
れ

た
加
工
食
品
の
原
料
原
産
地
表
示

制
度
に
つ
い
て
、
適
正
な
表
示
の

取
り
組
み
や
食
品
の
購
入
に
活
か

す
た
め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
…
12
月
13
日
㈬
、
午
後
１

時
半
～
４
時

◆
場
所
…
キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
（
盛
岡

市
都
南
文
化
会
館
）

◆
申
込
期
限
…
11
月
22
日
㈬

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
庁
県
民
く

ら
し
の
安
全
課
☎
０
１
９
（
６
２

９
）
５
３
２
２

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
29

年
台
風
第
18
号
災
害
へ
の
義
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
金
融
機

関
を
通
じ
て
送
金
す
る
場
合
は
、

次
の
口
座
へ
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
本
赤
十
字
社
本
社
口
座
】

❶
口
座
名
＝
日
赤
平
成
29
年
台
風

18
号
災
害
義
援
金
❷
銀
行
名
＝
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
❸
口
座
番
号
＝
０
０

１
１
０
―
０
―
６
３
５
１
５
６

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
地
域

福
祉
課
地
域
福
祉
係
（
内
線
２
０

２
）

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
や

大
学
な
ど
へ
の
入
学
・
在
学
資
金

を
融
資
す
る
制
度
で
す
。
子
ど
も

１
人
当
た
り
３
５
０
万
円
以
内
を

固
定
金
利
（
４
月
３
日
現
在
、
年

１
・
81
％
）
で
利
用
で
き
、
在
学

期
間
は
利
息
の
み
の
返
済
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
教
育
ロ
ー
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎（
０
５
７
０
）

０
０
８
６
５
６

ト
ラ
イ
ン
＝
☎
（
０
５
７
０
）
０

７
０
８
１
０

◆
受
付
時
間
…
㈪
～
㈮
＝
午
前
８

時
半
～
午
後
７
時
、
㈯
㈰
＝
午
前

10
時
～
午
後
５
時

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
盛
岡
地
方
法

務
局
人
権
擁
護
課
☎
０
１
９
（
６

２
４
）
９
８
５
９

　

11
月
11
日
㈯
か
ら
17
日
㈮
ま

で
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
く
ら
し
を
支

え
る
税
」。こ
の
機
会
に
家
庭
や
職

場
な
ど
で
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と

税
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
展
】

◆
日
時
…
11
月
14
日
㈫
～
19
日
㈰

◆
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
大
船
渡
税
務

署
☎
０
１
９
２（
２
６
）３
４
８
１

　

大
型
の
ご
み
は
、
市
で
収
集
を

し
て
い
ま
せ
ん
。
１
㍍
以
内
に
処

理
し
、
直
接
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持

ち
込
む
か
、
一
般
廃
棄
物
処
理
許

　

市
は
、
戸
別
受
信
機
の
電
波
強

度
を
確
認
す
る
た
め
、
電
波
伝
搬

調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
期
間
中

は
、
設
置
さ
れ
て
い
る
戸
別
受
信

機
や
防
災
行
政
無
線
か
ら
、
試
験

放
送
や
雑
音
が
流
れ
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
日
時
…
11
月
13
日
㈪
～
24
日
㈮
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
防
災

課
（
内
線
６
０
３
）

　

11
月
13
日
㈪
か
ら
19
日
㈰
ま
で

は
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間
」
で
す
。
盛
岡
地
方
法

務
局
で
は
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女

性
に
関
す
る
人
権
問
題
の
受
付
時

間
を
延
長
し
て
行
い
ま
す
。

◆
相
談
電
話
…
女
性
の
人
権
ホ
ッ

　

認
知
症
に
や
さ
し
い
地
域
支
援

の
会
で
は
、
介
護
の
悩
み
相
談
の

ほ
か
、
認
知
症
予
防
の
運
動
や
認

知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
「
認
知
所
カ

フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
11
月
30
日
㈭
、
午
後
１

時
半
～
３
時
半

◆
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
認
知
症
に
や

さ
し
い
地
域
支
援
の
会
（
菅
野
）

☎
０
１
９
２
（
５
４
）
４
５
２
９

　

元
国
土
交
通
省
観
光
庁
長
官
の

溝み
ぞ

畑は
た

宏ひ
ろ
し氏
を
講
師
に
、「
後
世
へ

の
夢
！
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
実

現
可
能
な
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
を

テ
ー
マ
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
11
月
22
日
㈬
、
午
後
１

時
～

◆
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
三
陸
気
仙
広

域
連
携
ス
ポ
ー
ツ
特
区
推
進
準
備

協
議
会
（
熊
谷
）
☎
０
９
０
（
４

８
８
０
）
８
４
８
８

槌
町
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー
＝

☎
０
１
９
３
（
５
５
）
５
１
２
３

❸
宮
古
市
司
法
書
士
相
談
セ
ン

タ
ー
＝
☎
０
１
９
３
（
７
７
）
４

０
１
７

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
司
法
書
士

会
☎
０
１
９（
６
２
１
）７
０
７
２

　

市
教
育
委
員
会
は
、
未
来
の
陸

前
高
田
を
担
う
児
童
た
ち
が
、
市

政
や
郷
土
の
将
来
像
な
ど
に
つ
い

て
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
や
考

え
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
、
市
長

と
懇
談
す
る
「
市
長
と
児
童
の
語

る
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
誰
で
も

自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。

◆
日
時
…
11
月
20
日
㈪
、
午
後
１

時
40
分
～
３
時
半

◆
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
（
内
線
２
８
５
）

　

大
船
渡
地
方
農
業
振
興
協
議
会

で
は
、
新
た
に
栽
培
を
希
望
す
る

農
家
な
ど
を
対
象
に
、「
野
菜
・

　

大
船
渡
税
務
署
で
は
、
29
年
分

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
11
月
17
日
㈮
、
午
後
１

時
半
～
３
時
半
（
受
け
付
け
は
午

後
１
時
か
ら
）

◆
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
大
船
渡
税
務

署
☎
０
１
９
２（
２
６
）３
４
８
１

　

県
司
法
書
士
会
で
は
、
相
続
や

成
年
後
見
、
借
金
問
題
、
家
族
の

問
題
な
ど
法
律
の
関
係
す
る
悩
み

を
抱
え
る
女
性
の
相
談
に
応
じ
る

「
女
性
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
電

話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
日
時
…
11
月
18
日
㈯
、
午
前
10

時
～
午
後
４
時

◆
場
所
・
無
料
相
談
電
話
番
号
…

❶
岩
手
県
司
法
書
士
会
館
＝
☎
０

１
２
０
（
８
２
３
）
８
１
５
❷
大

可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
廃
棄
物
処
理
許
可
業
者
に
つ

い
て
は
、
市
役
所
に
確
認
く
だ
さ

い
。

※
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
入
り
の

空
き
缶
は
持
ち
込
み
も
で
き
な
い

の
で
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
な

ど
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
地
域

福
祉
課
生
活
安
全
係
（
内
線
２
０

６
）

　

市
は
、
平
成
30
年
度
版
の
岩
手

県
民
手
帳
と
岩
手
能
率
手
帳
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

◆
販
売
料
金
…
❶
岩
手
県
民
手
帳

＝
７
０
０
円
❷
岩
手
能
率
手
帳
＝

８
０
０
円

◆
販
売
期
間
…
30
年
1
月
22
日
㈪

ま
で

※
伊
東
文
具
店
ア
バ
ッ
セ
た
か
た

店
や
コ
メ
リ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

（
米
崎
町
）、
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー

セ
ン
タ
ー
、
Ｄ
Ｃ
Ｍ
ホ
ー
マ
ッ

ク
高
田
店
で
も
販
売
中
で
す
。

◆
販
売
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

先
…
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
戦
略
室

（
内
線
３
４
６
）

開
催
し
ま
す

新
た
な
加
工
食
品
の

原
料
原
産
地
表
示
制
度

説
明
会

楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か

認
知
症
カ
フ
ェ

お
知
ら
せ

気
仙
の
復
興
に
つ
い
て
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

防
災
行
政
無
線
の
調
査
に
つ
い
て

電
波
伝
搬
調
査

再
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
岩
手

遠
野
実
習
場
９
月
入
所
生

11
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

収
集
で
き
な
い
大
型
ご
み
な
ど

適
切
な
処
理
の
仕
方
を

12
月
28
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す

台
風
第
18
号
災
害
義
援
金

販
売
受
け
付
け
中
で
す

県
民
手
帳
・
能
率
手
帳

11
月
11
日
～
17
日
は

税
を
考
え
る
週
間

野
菜
・
花
き
栽
培
希
望
者
相
談
会

振
興
作
物
へ
の
参
入
を

市
内
の
事
業
者
を
対
象
と
し
た

年
末
調
整
説
明
会

子
ど
も
の
教
育
資
金
を
サ
ポ
ー
ト

国
の
教
育
ロ
ー
ン

「こころの健康づくり計画」のパブリックコメントを募集します
　市は、「こころの健康づくり計画」策定のため、
皆さまから意見や提言を募集します。
◆募集期間…11月15日㈬～29日㈬
◆計画書（案）閲覧場所…市ホームページ・市役所
保健課

◆募集方法…❶住所❷氏名❸電話番号を記入の上、
郵送（〒029-2292高田町字鳴石42-5）、ファック
ス（0192（55）6118）、電子メール（hoken@city.
rikuzentakata.iwate.jp）でご意見ください。
◆問い合わせ先…市役所保健課保健係（内線241）
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◆
発

行
　

岩
手

県
陸

前
高

田
市

　
　

◆
編

集
　

企
画

部
企

画
政

策
課

☎
0192⎝54⎠2111　℻

0192⎝54⎠3888
◆

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.city.rikuzentakata.iw
ate.jp

平
成

29年
11月

号（
平

成
29年

11月
８

日
発

行
）

〒
029︲2292　岩

手
県

陸
前

高
田

市
高

田
町

字
鳴

石
42番

地
5

◆
電

子
メ

ー
ル

　
kouhou@

city.rikuzentakata.iw
ate.jp

スキムミルクでカルシウムアップ！
　スキムミルクは、生乳や牛乳の脂肪分を抜いて水分を飛ば
し、溶けやすい粉末状にしたもので、少ないエネルギーで不
足しがちなカルシウムをとることができます。また、粉末状
なので手軽に様々な料理へ取り入れることもできます。
　新米がおいしい季節です。市のブランド米「たかたのゆめ」
を使ってみてはいかがでしょうか。冷めてもおいしいお米な
ので、出来上がったご飯をおにぎりにするのもおすすめです。

◆問い合わせ先…市役所保健課保健係⎝内線241）

（１人分）　エネルギー　375ｋcａˡ
　　　　　食塩相当量　1．3㌘　

材　料（４人分）
精白米･･････････････････２合
乾燥ひじき･･････････････４㌘
ごぼう･･････････････････40㌘
ニンジン････････････････40㌘
油揚げ･･････････････････１枚
大豆水煮････････････････40㌘
だし汁･･････････････２カップ
🅐砂糖･･････････････小さじ２
　しょうゆ･･････････大さじ２
　みりん････････････小さじ４
　酒････････････････小さじ４
　スキムミルク･･････大さじ２
グリンピース････････････20㌘

❶　米は洗って、ザルにあげ、
ひじきは水に戻して水気を切
る。
❷　ごぼう、にんじん、油揚げ
は千切りにする。
❸　炊飯器に米と調味料🅐を入
れ、炊飯器の目盛に合わせて
だし汁を加え、❷の具材と大
豆をのせて炊き上げる。
❹　炊き上がったら、グリンピ
ースを加えて、さっくりと混
ぜ合わせて完成。

作り方

ひじきのミルクご飯

塩分濃度測定活動にご協力を
　

■
編　
集　
後　
記

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
ツ
ー

ル
・
ド
・
三
陸
サ
イ
ク
リ
ン

グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
︑
特
に
印

象
的
だ
っ
た
の
が
︑﹁
今
年
も

会
い
に
来
た
よ
﹂
と
た
く
さ

ん
の
ラ
イ
ダ
ー
た
ち
が
地
域

の
人
と
の
再
開
を
喜
ぶ
姿
︒

人
と
人
と
の
触
れ
合
い
が
イ

ベ
ン
ト
の
大
き
な
魅
力
な
ん

だ
と
感
じ
ま
し
た
︒︵
田
宮
︶

　食生活改善推進員協議会では、家庭における
適塩習慣の定着を目的に、会員がお宅を訪問し、
みそ汁の塩分濃度を測定させてもらう活動を
行っています。11月から30年１月末まで、訪問
を行っていきますので、ご協力をお願いします。
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広
報
り
く
ぜ
ん
た
か
た

食 生 活 改 善 推 進 員
今月のおすすめレシピ


